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問題行動等の未然防止に向けた学校と家庭との協働の在り方 

～情報共有と行動連携による取組を通して～ 
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◇自校児童の実態 
○明るく朗らかな児童が多い。 
△よりよい人間関係の在り方を学ぶ機会が少なくなっている。
・自分にとっての損得を優先して、判断してしまう。 
・相手の気持ちを考えずに行動してしまう。 
・自分の思い通りにならないと他人を攻撃してしまう。 

◇道徳的な判断力、心情、実践意欲と態度を育てる指導の工夫 

・思いやりに関する項目「親切」「協力」「友情」に重点を置いた指導計画の立案

     ・意見を肯定的に受け止める、児童の主体的な取組を支える指導の工夫 

◇思いやりの気持ちをもち、相手の立場に立って判断しようとする態度を育 

むための、相互理解を深める交流活動 

・授業等における意見交流活動の充実及び自己評価、他者評価の設定 

・異学年交流行事の実施 

◇行事、交流活動ごとの振り返りシートや各種通信の活用 

・交流活動における自己の目標の設定と活動後の振り返り

・学校と家庭の両方から児童の頑張りを認め、励ますコメントの記入 

     ・児童の自己肯定感や自己有用感の高まりの把握及び 

改善点の洗い出しと検討 

◇学校評価に「学校と家庭との協働」項目の新設 

・「家庭・地域と情報の共有」等の設問の設定
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思いやりの心をもち、よりよい人間関係を築く児童の育成 

～相互理解を深める交流活動や学校と家庭・地域との協働による取組を通して～ 

＜主な取組の柱＞ 

・児童同士が意見交流などの関わり合う場をつくり、互いの考えや思いを聞き合える 

ような指導方法の改善を図る。 

・学校と家庭・地域が協働して児童の自己肯定感や自己有用感を高める活動を工夫する。 

児童の変容 

よりよい改善に向けて 
◇ 各教科等の授業の改善 

・ 児童の道徳的価値を深めさせる指導の工夫・改善を行い、発達段階に応じた

意見交流活動の充実を図る。 

◇ 道徳的実践化を図る交流活動の充実  

・ 児童の参画による異学年交流活動の計画・立案をはじめ、年間計画と内容を

検討し、充実を図る。

◇ 学校と家庭、双方向からの児童への働き掛けや情報共有の方法の工夫

・ 振り返りシートや各種便りの効果的な活用の仕方を検討する。 

・ 学校と家庭・地域とのよりよい協働に向けた取組の一層の充実を図る。 
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小 学 校 の 実 践 
家庭・地域の学校評価等 
設問７：家庭・地域と情報の共有      設問８：よさを認め合う家庭・地域との連携 

○１年間の学校の取組を振り返り、学校と家庭・地域との情報共有や行動連携が図られるよう

になったと実感できる保護者が増えてきた。 

○２学期に実施した学校評価アンケートの「学校の様子を保護者に分かりやすく伝えている」

「子どものことに関する連絡や相談に適切に対応している」の回答が昨年度を上回る結果と

なり、学校の取組が保護者や地域の方に好意的に受け止められていることが分かった。
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自分から話し掛けたり、声を掛けられたら答えたり 

して、仲良くなりました。今度は、自分だけでなく、 

みんなが楽しいと思うように自分から話し掛けていき 

たいです。 ＜交流活動後の児童の感想＞

学校での子供の様子が分かるようになり、学校

での出来事について親子で話をする機会が増えま

した。            ＜保護者の声＞

【平成２９年３月発行】 

学校評価の項目に位置付け、外部の目でチェック、 
検証を受けています。

教師や保護者からの振り返りシートの励ましにより、自信がもて

る児童も増えました。学校と家庭・地域との情報共有は、児童に対

する互いの思いを共有することにもつながり、良好な関係を築くこ

とができました。 ＜教師の声＞
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◇基本的な生活習慣の定着を図るための「重点目標」の周知 

・よりよい人間関係を築く基礎としての「基本的な生活習慣」の定着を図るため、家庭や地域 

において、学校と同一歩調で児童に指導してもらえるよう、重点目標を繰り返し家庭や地域 

に伝え、周知を図る。 

◇学校と家庭・地域が連携して取り組む活動を増やす 

・学校と家庭、地域で例年取り組んでいる「親子奉仕活動」や「ふれあい運動会」 

に加え、保護者にも学んでもらう機会として「交通安全教室」「情報モラル出 

前授業」「児童学校保健委員会」への参加を呼び掛ける。 

思いやりの心をもち、よりよい人間関係を築く児童の育成 
～相互理解を深める交流活動や学校と家庭・地域との協働による取組を通して～ 

◇児童の様子を伝え合う場の設定 

・学校での様子について家庭で話題に上 

がったことを連絡していただけるよう 

に学年通信で依頼する。 

・集まった意見は、学校便りで紹介する。

◇情報共有を図る場と伝える工夫 

伝える場 伝える内容及び留意点 

Webページ ○児童の「思いやり」が感じられる場面や頑張りを認める記事を掲載するこ

とで、学校の取組に対する理解の促進を図る。 

学校便り ○従来の学校便りの内容に加え、家庭や地域から寄せられた意見を積極的に
発信する。学校が意見を発信したり、肯定的に受け止めたりすることで、 

 保護者の自己有用感を高め、学校と家庭の積極的な協働につなげる。

学校評価 
○「協働」に対する評価項目を作成し、家庭や地域からの意見を集約して公

表することで、家庭や地域にフィードバックする。 

情報共有 行動連携 

まずは学校から 

積極的に子供たちのよさを 

伝えることに取り組みました。 

双方向の情報共有となるよう 

取り組み方を工夫し 

ました。

【学校便りに掲載した意見の例】 

「児童学校保健委員会に参加して」子どものストレスには、かなり気を付けているつも

りですが、親の私がストレスを与えていることに気付き、気を付けようと思いました。  

最後のリラクゼーションも是非、家庭でもやってみたいです。まず、親から笑顔になれ

るよう、今日のことを参考にしたいと思います。 

◇行事や交流活動の「振り返りシート」での認め合い・相互理解 
・教師と保護者のそれぞれの立場から言葉を書き添え、児童の 

よさを認めていく。 
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２０１６年１１月１９日（土） 

作品展 ふれあい鑑賞 

今回の作品展では、異学
年での「ふれあい鑑賞」
を行いました。１・６年
２・５年、３・４年のペ
ア学年でお互いのよさを
見つけ出して伝え合いま
した。 

子供たちの取組を 

支援するため、情報共有に 

より信頼関係を築き、学校と 

家庭が同じ方向性をもって 

関わることを意識 

しました。

・児童を介して、学校 

と家庭が、互いの思 

いを知り合う機会と 

して捉える。 

周知を図るため、「あいさつ・返事・うた・掃除、時

間厳守の○○っ子」のスローガンにして伝えました。 

普段、保護者が目にする機会 

の少ない活動の記事を、でき 

るだけこまめに更新しました。

どの学年も記事がアップされ 

ていると、家庭や地域の関心 

が高まります。

＜「学年通信」で依頼するよさ＞ 

○「学年通信」で依頼することで、学校行事への意見だけではなく、学級（学年）の取組や 

担任に対する意見を書いてもらいやすい。 

○月1回の発行であれば、保護者の負担感を減らすことができる。

「振り返り」 

単に「反省」とせず、「よかったところ」や「がんばりた

いところ」など、視点を示して振り返らせました。

「先生より」 

自己肯定感や自己有用感を高められるよう、その子なり

の頑張りやよさを認めたり、思いやりのある行動について

伝えたりしました。よさを伝えることは、児童を肯定的に

捉えて成長を支える学校の姿勢を示すことでもあります。

「おうちの方より」 

保護者が何を望み、どのような見方をしているのかを学 

校が捉える機会です。懇談会等、保護者と連絡をとったり 

面談したりする場において、本シートの内容を話題にする 

ことで、学校と家庭との良好な関係作りに生かしました。 


